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1.序論 

1-1.研究概要と目的 

 本研究は，多変量解析の一つMTS法を用い

て，千葉県東葛地域における土地利用変化を

説明する重要因子の抽出手法の検討を行っ

たものである． 

土地利用変化は，時系列，空間スケールの

視点によって捉え方が異なるので，影響を与

える因子の抽出も困難な事が多い．本稿で

は，対象とする標本空間の大きさに捉われな

い分析が可能なMTS法を用いたケーススタデ

ィーを行い，都市分析への実用性・合理性・

信頼性を検証する． 

1-2.本研究の位置づけ 

都市解析の分野において，現象を説明する

複数の因子を元にした多変量解析を行った

ものは少ない．各データはそれぞれ次元が異

なるうえ，空間スケールがまちまちで，かつ

膨大な量のデータとなってしまうからであ

る． 

本稿では，MTS法を用いることによって，

一見土地利用変化に無関係であるような要

因が，いかに絡み合い土地利用変化に影響し

ているかを解析するため，土地利用の増加要

因と維持要因を抽出した． 

  

2.研究概要 

2-1.解析対象領域 

 本稿は，千葉県東葛地域を解析対象領域と

している. 

千葉県東葛地域とは，東葛飾郡に属する船

橋市，市川市,浦安市,松戸市,鎌ケ谷市,柏

市,我孫子市,流山市,野田市の9市を総じた

呼称である( Fig.1).戦後急速にベッドタウ

ン化が進んだため全市共通して住宅地は増

加傾向にある.中でも浦安市は市域面積の

75％が埋め立て地であり近年急速に開発が

進んでいる. 

  

 

Table1 因子 
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交通体系や親水性等の違いにより各市の

工業体系も大きく異なっている.また,南北

で平均気温差は２℃程しかないが特産物は

地域により異なるため農業体系も大きく異

なる. 

このように，それぞれの市で特性が大きく

異なるような場合，本研究で扱う手法が特に

有益であると考えられる． 

2-2.使用データ 

 解析対象領域に該当する，昭和49年,54

年,59年,平成元年,6年における以下のよう

なデータを用いた. 

1.国土地理院：細密数値情報(10mメッシュ土

地利用)  

2.土地利用変化に関わっていると考えられ

る因子94項目 (千葉県)(Table1) 

2-3.MTS法(Fig.2) 

 1980年代に確立された工学手法であり，田

口(1999)に詳しい. 

一般に，統計量は平均と分散で分布を定義

する.一方,MTS法は均一なデータ群を単位空

間（＝基準）として扱う事で一定のパターン

を定義し, 単位空間から特異なデータ群もし

くはデータまでの距離を求め重要因子を抽

出する. 

今回はMTS法のうちMT法の応用手法によっ

て解析を行う．  

2-4. 正規化 

市ごとに集めた重要因子をグラフ化する

(Table2). 

それぞれの指数化されたデータはXijと表

す. 

多次元のデータを同時に比較できるよう,

それぞれのデータから中心値を引き標準偏

差で割ることで,無次元量化したデータZij

へと変換した ((1),(2)式). 
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正規化を行なったデータより多次元空間
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Fig.1 解析対象領域 

 

 
Fig.2 多変量解析 

 

Table2 Xij 

 
 

Table3 Zij 
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2-5.単位空間 

 MTS法による解析は，異常空間の大きさの

予測を基にしているため，均一な空間を基準

とする．この均一な空間を単位空間と呼ぶ．

 今回の解析では昭和49年から平成6年にか

けての5か年分の土地利用変化を基に重要因

子の解析を行う． 

本稿ではTable4, 5, Fig.4のように単位空

間を定めた． 

2-6.Gain 

 2-3で求められた距離Dと2-5で定めた単位

空間を用い，SAS社のJMPと呼ばれる統計解析

ソフトを用い重要因子の与える影響の大き

さを表すGain（db）を抽出した．この際，直

交表を用いたスクリーニング法によりGain

は求められる． 

 正のGainは土地利用変化に影響を与えた

もの，負のGainは影響を与えなかったもので

ある． 

 3dbでは因子抽出感度が2倍，即ち2つのグ

ループの違いを2倍検出できるといえる．本

稿では0.1から2.9dbを影響があると見なし，

3db以上は影響が非常に大きいとみなすこと

とした． 

3db=10の0.3乗=因子抽出感度約2倍  

0.1db=10の0.01乗=因子抽出感度約1.02倍 

2-7.単位空間,距離,Gainの概念(Fig.4) 

 C市データ1は全データ，C市データ2 は正

のGainの一部のデータ，C市データ3は正の

Gain全てのデータを扱った場合を表す． 

 どの要素を用いると単位空間から離れて

いくのか解析することで，異常，つまり影響

を与えたものを見つけ出す手法である． 

 

 
Fig.3 単位空間,距離,Gain概念図 

 

Table4 1-a空地増加率 

 

 
Fig.4 1-a空地増加率 

 
Table5 単位空間・解析対象一覧 

 
 

Table6 造成中地土地利用維持要因 
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3.解析結果 

3-1.造成中地 

 造成中地増加要因は七公害以外(日照，通

風等)の公害が多いこと(約14倍)であった． 

 造成中地の主要維持要因(Table6)はエン

トロピーが造成中地の増加した地域と比較

し0.2高いことであった．さらに70年代後期

の小学校需要の高まり(約3倍)も影響を与え

ていることがわかった．このことから若年層

の住宅需要の高まりが予測される． 

3-2.空地 

 空地増加要因は七公害以外の公害が多い

こと(約9倍)であった． 

 空地維持要因も七公害以外の公害が多い

こと(90倍強)であった．年代的なずれや公害

の増加に開きはあるが増加維持両方に影響

を与えていることから．住宅地の変遷との密

接な関わりがあると考えられる． 

3-3.住宅地 

 住宅地増加要因は鉱工業出荷額が少ない

こと(約1/3)であった．鉱工業は経済指標の

一つである故，急激な住宅地の増加は生産力

の低下を招くことが予測される．また，婚姻

件数と離婚件数が少ないことも住宅需要の

増加につながっている． 

 住宅地維持要因は世帯数の多いこと

(Gain=29.3)にある．特にこの影響力の大き

さは顕著でGain 1dbのときの675倍であった．

3-4.商業・業務用地 

 商業・業務用地増加の主要要因は森林面積

の多いこと(2倍)であった．都市郊外の需要

の高まりが推察できる．また，次に影響の大

きかったのは造成中地が多いこと(約10倍)

であった．造成中地が商業用地に用途変換さ

れたと考えられる． 

 商業・業務用地維持要因は世帯数の増加で

あった．東葛地域内での住宅・商業用地の土

地利用格差は大きく，維持地域における商業

用地の増加率が約50%に対し住宅地の増加率

は約250%であった．今後住宅地と商業・業務

用地との兼ね合いが非常に重要になるので

はないかと考えられる． 

3-5.工業用地 

 工業用地増加要因は農業従事者数が多い

こと(約1.25倍)であった．また次にGainの大

きい広狭別農家数より1.5-2.0haの農地を中

心に農業用地が工業用地に用途変換された

可能性がある． 

 工業用地維持要因は工業用地増加地域に

比べエントロピーが0.5高いことであった．

工業用地にまとまった広い土地が必要であ 

ることを表している． 

3-6.エントロピー 

 エントロピー増大要因は土地利用 その他

の公共公益施設用地の減少にあることが分か

った．その他の公共公益施設用地は学校や病

院等まとまった土地を必要とするものが多い

ためエントロピーが増大することが分かっ

た． 

 エントロピー維持要因は空地が多いことが

あげられる． 

空地が3倍あればエントロピーは0.12増大す

る． 

 

4.まとめ 

 土地利用に大きく影響を与える要因として

公害，エントロピー，世帯数，農業が挙られ

る． 

 特に農業と公害の土地利用に与える影響は

顕著で，さらにデータを収集し精査する必要

がある． 

 エントロピーの変動に関しては良い影響，

悪い影響どちらも見受けられ，現段階でエン

トロピーの増大減少と善し悪しを関連づける

ことはできない 

 空地の土地利用に関してGainは非常に小さ

いながら配置特性要因が抽出された．空地に

ついてのみ，その土地の持つポテンシャル(物

流や立地特性等)に影響されている可能性が

ある．地図と並行し解析を進めていく必要性

がある． 
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